
東日本大震災の被災状況に対応した市街地復興パターン概略検討業務（その１） 

久慈市 調査総括表（1/14) 

調査番号 その１ 県名 岩手県 市町村名 久慈市 

１．被害の状況等 

(1) 被災前の人口（H22.10.1） (2) 浸水被害状況図 

総人口 36,872 人  

 

 
年齢階級別人口 

項目 0-14 歳 15-64 歳 65 歳以上

人口（人） 5,211 21,943 9,718

比率（％） 14.1 59.5 26.4

(2) 人的被害の状況（H23.12.31） 

死者 4 名

行方不明者 2 名

(3) 都市計画等の状況 

都市計画区域 一部都計 

市街化区域 区域区分無 

用途地域 用途地域指定有 

（４） 建物等被災の状況  ※割合は行政区域等の各区域に示す割合 

区 域 
総面積 

(ha) 

全壊区域 半壊区域 一部損壊区域 
流出棟数

面積(ha) 割合(%) 面積(ha) 割合(%) 面積(ha) 割合(%) 

行政区域 62,286 40 0.1 61 0.1 267 0.4 355

都市計画区域 4,584 27 0.6 60 1.3 202 4.4 203

用途地域 768 14 1.7 58 6.8 50 5.9 34

２．復興計画の策定状況 

（１） 復興計画等の策定状況 

 名称 策定年月日 委員会 ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸｺﾒﾝﾄ

復興計画 久慈市復興計画 平成 23 年 7 月 22 日 無 有 

その他の方針・計画 久慈市復興ビジョン 平成 23 年 5 月 2日 無 無 

（２）復興計画の策定方法等での特質（住民参加・大学との連携等・方向性の変更等） 

【久慈市復興計画】 

市議会議員全員協議会（7月 22 日開催、復興計画決定） 

【久慈市復興ビジョン】 

久慈市東日本大震災復旧復興本部会議（5月 2日開催、復興ビジョン決定） 
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東日本大震災の被災状況に対応した市街地復興パターン概略検討業務（その１） 

久慈市 調査総括表（2/14) 

３．復興計画の概要（市町村全体） 

（１） 整備の基本的な考え方 （２） 整備にあたっての基本的な方針 （３）復旧構想図（市町村全体対象） 

■今後の土地利用の方向性について（復興計画より） 

○震災前と同じ場所でのまちづくりを基本 

※ただし、アンケート調査（5月 10 日～16 日実施）では、

地区によっては移転を希望する割合が多いところもあり、

そのような地区においては、話し合いや意見交換を十分行

った上で、住民の合意形成が図られた場合は集団移転につ

いて検討 

【アンケート結果：高台への移転希望】 

・夏井町大崎地区：10.0% 

・久慈湊地区  ：25.7% 

・元木沢地区  ：15.9% 

・玉の脇地区  ：69.2% 

・久喜地区   ：45.5% 

 

○津波防災施設の整備 

・湾口防波堤の早期整備 

・防潮堤および河川堤防の嵩上げ 

 

○ソフト対策の推進 

・防災教育や津波避難訓練 

 

○住宅再建への支援 

・現行制度や国・県の各種支援制度との連動による支援 

海岸堤防 
整備方針 

・L1(昭和三陸地震)対応の防潮堤整備 

※L2（東日本大震災、明治三陸地震） 

久 慈 湾 (T.P.+8.0m) 、 久 慈 南

(T.P.+12.0m)、野田湾（T.P.+14.0m） 

 

 

 

 

 

 

 

 

河川堤防 
整備方針 

・防潮堤の高さに整合させ、夏井川の堤防

高を嵩上げ(T.P.+7.3m→T.P.+8.0m) 

・久慈川の堤防嵩上げを調整中 

2 線堤等 
の方針 
（含む緑地） 

・玉の脇地区のまちづくりについて調整中

市街地整備 
の方針 

・現在の土地利用を基本とする 

・被災集落の一部で高台移転を検討中 

交通体系 
の方針 

・ＪＲ八戸線 平成 24 年 3 月 17 日に全線

運転再開予定（従前位置で復旧） 

・三陸鉄道 平成 24 年 4月に久慈～田野畑

間は運転再開予定 

避難体系 
の方針 

・津波ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ結果を踏まえ、避難路、避

難タワー・ビルの整備 

・防災行政無線等の整備による情報伝達体

制の充実強化 

産業地域 
の復旧方針 

・水産関連施設は従前位置での復旧 

・避難路、避難施設の整備 

地区別の方針の概要 

・湾口防波堤の早期整備に加え、防潮堤および河川堤防をＬ１対応高さに嵩上げ（久慈港周辺、半崎、久慈湊、小袖、久喜）

・避難路、避難道路、避難所、避難場所の整備（全地区）、避難ビル・タワーの整備（久慈港周辺、半崎、久慈湊） 

・久慈港周辺（元木沢）、久慈湊、夏井町大崎、玉の脇、久喜地区について移転希望の個別ヒアリングを実施。移転希望を踏

まえ、高台等への移転について検討中。 

地区名 復興の基本的な考え方  （H23.11 地区別説明会で提示、国・県等と調整中で市独自の構想の事業を含む）

久慈港周辺地区 

（諏訪下・元木沢） 

・現地再建を基本。移転希望者への対応を検討中 

・三陸沿岸道路（久慈 IC）の延長、都市計画道路、避難道路の整備 

・久慈川河川堤防の嵩上げ（調整中）、諏訪下防潮堤の嵩上げ、陸閘改修及び自動遠隔操作化 

・諏訪下地区の従業員等に対する避難ビルの整備、避難橋梁(人道橋)の整備 

半崎地区 ・避難路、避難道路、避難場所、避難ビルの整備 

久慈湊地区 

（夏井町大崎含む） 

・現地再建を基本。移転希望者への対応を検討中 

・夏井川の河川堤防の嵩上げ、防潮堤整備（堤防沈下の災害復旧） 

・避難路、避難道路、避難所、避難場所の整備、避難タワーの整備、避難ビルの指定 

玉の脇地区 
・被災集落の高台移転（検討中）、移転地へのアクセス道路の整備 

小袖地区 
・防潮堤の嵩上げ、陸閘・水門の改修、陸閘の新設、自動遠隔操作化 

・避難路の整備 

久喜地区 
・被災集落の高台移転（検討中） 

・防潮堤の嵩上げ、陸閘・水門の改修、自動遠隔操作化 

【久慈港周辺地区（諏訪下・元木沢）】 

・高台移転（検討中） 

・三陸沿岸道路（久慈 IC）の延長 

・都市計画道路、避難道路の整備 

・防潮堤の嵩上げ、陸閘改修および自動

遠隔操作化 

・久慈川河川堤防の嵩上げ（調整中） 

・避難ビルの整備、避難用人道橋の整備

【久慈湊地区（夏井町大崎含む】 

・高台移転（検討中） 

・夏井川の河川堤防の嵩上げ、 

・防潮堤整備（堤防沈下の災害復旧） 

・避難路、避難道路、避難所、避難場所の

整備、避難タワー整備、避難ビル指定 

・ＪＲ横断施設の整備、国道 45 号への避難

通路の整備 

【半崎地区】 

・避難路、避難道路、避難場所、 

避難ビルの整備 

【玉の脇地区】 

・高台移転（検討中）、 

アクセス道路の整備 

【小袖地区】 

・防潮堤の嵩上げ 

・陸閘・水門の改修、陸閘の新設 

・自動遠隔操作化 

・避難路の整備 

【久喜地区】 

・高台移転（検討中） 

・防潮堤の嵩上げ 

・陸閘・水門の改修、自動遠隔操作化 

久慈川

夏井川

【久喜地区】 

【小袖地区】 

【玉の脇地区】

【久慈港周辺地区】 

【久慈湊地区】

【半崎地区】 

上記の各地区のメニューは 11/21～29 に実施した 

地元説明会で提示した内容 

※国・県等と調整中で市独自の構想の事業を含む 



東日本大震災の被災状況に対応した市街地復興パターン概略検討業務（その１） 

久慈市 調査総括表（3/14) 

 

４．（１） 地区別復興方針（１）     久慈港周辺地区（諏訪下・元木沢） 

(1) 地区の概況 

面積(ha)  都市計画 非線引き用途地域内 役場・支所等 含まない 

土地利用（被災前）概況 
港湾周辺は漁業関連施設が中心（漁協、魚市場等） 

後背地は住宅 

被災の状況 

・今次津波高： T.P.+8.4m 

・流出棟数等： 全壊（流出）       72 棟 

       全壊（取り壊し）     不明 

       全壊（条件付き再生可）  不明 

       大規模半壊         36 棟 

       半壊（床上浸水）     250 棟 

       一部損壊（床下浸水）    78 棟 

復興方針策定上留意す
べき特徴 

－ 

(2) 地区の整備方針 

復興のパターン Ｂ-①（検討中） 

堤防等の整備方針 

○整備の有無（諏訪下防潮堤の嵩上げ） 

○堤防高（T.P.+8.0m）（想定津波：L1；昭和三陸津波(東日本大震災※)） 

   ※湾口防波堤の完成時には、東日本大震災にも対応可能

○整備主体 岩手県 

○河川堤防の考え方 久慈川河川堤防：バック堤として T.P.+8.0m（調整中）

○二線堤の考え方 － 

市街地の 

整備方針 

基本的方針 
 

現位置整備

地区の方針 
 

移転区域の

方針 
 

土地利用規

制の方針 
 

公共公益施

設の方針 
 

その他特記

すべき方針 
 

整備スケジ

ュール 
 

避難計画の考え方 
陸閘改修及び自動遠隔操作化 

避難道路、避難ビル、避難用人道橋の整備 

（３） 実現に向けての課題 

実現に向けての課題 
現地再建と移転希望が混在する地区での復興手法案の検討と地元の合意形

成 

（４） 比較した代替案 

上記以外の比較案 上記構想案採用に至った理由 

－ 
被災状況及び移転希望の状況から、従前位置での復旧を基本

とし、あわせて移転希望者の対応を検討中 

 

 

 

避難場所および避難路の整備によるソフト対策によ

る減災を行うことを前提とする。 

また、被災市街地は、従前位置での復旧を基本とし、

一部住民からの移転希望を踏まえ、対応を検討中。 



東日本大震災の被災状況に対応した市街地復興パターン概略検討業務（その１） 

久慈市 調査総括表（4/14) 

（５）地区別構想図 

 

（６）津波シミュレーション状況図（想定津波：L2or 今次津波記載） 

市街地整備がない場合 （※市街地整備後のシミュレーションはなし） 

 

位置図 

想定津波：L2 明治三陸津波 

防 潮 堤：T.P.+8.0m（L1 津波対応）

※湾口防波堤：完成 

住民からの移転希望へ

の対応を検討中 



東日本大震災の被災状況に対応した市街地復興パターン概略検討業務（その１） 

久慈市 調査総括表（5/14) 

４．（２） 地区別復興方針（２）     半崎地区 

(1) 地区の概況 

面積(ha)  都市計画 非線引き用途地域外 役場・支所等 含まない 

土地利用（被災前）概況 
埋立地は石油備蓄基地関連施設および造船場等 

埋立地以外は、観光施設および住宅地 

被災の状況 

・今次津波高： T.P.+8.4m 

・流出棟数等： 全壊（流出）       47 棟 

       全壊（取り壊し）     不明 

       全壊（条件付き再生可）  不明 

       大規模半壊          0 棟 

       半壊（床上浸水）       1 棟 

       一部損壊（床下浸水）     0 棟 

復興方針策定上留意すべ
き特徴 

石油国家備蓄基地 

公有水面埋め立て 

(2) 地区の整備方針 

復興のパターン Ａ-① 

堤防等の整備方針 

○整備の有無 － 

○堤防高 － 

○整備主体 － 

○河川堤防の考え方 夏井川河川堤防バック堤として T.P.+8.0m 

○二線堤の考え方 － 

市街地の 

整備方針 

基本的方針 ・従前、震災前と同様の土地利用を基本 

現位置整備

地区の方針 

嵩上げ盛土の有無：なし 

土地利用の変更：なし（公有水面埋め立て） 

整備手法：－ 

移転区域の

方針 
－ 

土地利用規

制の方針 
現況土地利用（公有水面埋め立て） 

公共公益施

設の方針 
現況施設配置 

その他特記

すべき方針 
－ 

整備スケジ

ュール 
－ 

避難計画の考え方 避難路、避難道路、避難場所・避難ビルの整備 

（３） 実現に向けての課題 

実現に向けての課題 
避難施設の整備、避難誘導方法の検討 

公有水面埋め立てと関連企業誘致 

（４） 比較した代替案 

上記以外の比較案 上記構想案採用に至った理由 

－ 
産業系の土地利用が主であるため、従前位置、震災前と同様

の土地利用を基本として採用 
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（５）地区別構想図 

 

（６）津波シミュレーション状況図（想定津波：L2or 今次津波記載） 

市街地整備がない場合 （※市街地整備後のシミュレーションはなし） 

 

 

 

 

半崎地区（1/7000） 

279 号 

【エネルギー拠点の整備】 
・LNG 発電基地等の誘致を予定 

【避難ビルの整備】 

N

【避難路(現状)】

【避難場所の整備】 【避難ビル整備】 
・高台への避難路・避難所の整備 

【避難場所の整備】

【避難路の整備】

【避難場所の整備】

【避難路の整備】

【避難道路の整備】 

【河川堤防嵩上げ】 
・T.P.＋8.0m まで嵩上げ 

※市の構想内容を整理したものであり、国や県等との調整が必要な事項を含みます。

位置図 

想定津波：L2 明治三陸津波 

防 潮 堤：T.P.+8.0m（L1 津波対応）

※湾口防波堤：完成 
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４．（３） 地区別復興方針（３）     久慈湊地区（夏井町大崎含む） 

(1) 地区の概況 

面積(ha)  都市計画 非線引き用途地域内 役場・支所等 含まない 

土地利用（被災前）概況 住宅地 

被災の状況 

・今次津波高： T.P.+13.1m 

・流出棟数等： 全壊（流出）       90 棟 

       全壊（取り壊し）     不明 

       全壊（条件付き再生可）  不明 

       大規模半壊         36 棟 

       半壊（床上浸水）     114 棟 

       一部損壊（床下浸水）   149 棟 

復興方針策定上留意す
べき特徴 

－ 

(2) 地区の整備方針 

復興のパターン Ｂ－①、Ｂ-③（検討中） 

堤防等の整備方針 

○整備の有無（堤防沈下の災害復旧） 

○堤防高（T.P.+8.0m）（想定津波：L1；昭和三陸津波(東日本大震災※)） 

        ※湾口防波堤が完成時には、東日本大震災にも対応可能 

○整備主体 久慈市 

○河川堤防の考え方 夏井川河川堤防バック堤として T.P.+8.0m 

○二線堤の考え方 － 

市街地の 

整備方針 

基本的方針 
 

現位置整備

地区の方針 
 

移転区域の

方針 
 

土地利用規

制の方針 
 

公共公益施

設の方針 
 

その他特記

すべき方針 
 

整備スケジ

ュール 
 

避難計画の考え方 
避難路,避難道路,避難所,避難場所の整備,避難ﾀﾜｰの整備,避難ﾋﾞﾙの指定 

ＪＲ横断施設の整備、国道 45 号への避難通路の整備 

（３） 実現に向けての課題 

実現に向けての課題 
現地再建と移転希望が混在する地区での復興手法案の検討と地元の合意形

成 

（４） 比較した代替案 

上記以外の比較案 上記構想案採用に至った理由 

－ 

被災状況、移転希望の状況、及び既に被災前と同じ場所で再

建している住民が出ていることから、従前位置での復旧を基

本とし、あわせて移転希望者の対応を検討中。 

 

 

避難場所および避難路の整備によるソフト対策によ

る減災を行うことを前提とする。 

また、被災市街地は、原位置での復旧を基本とし、

一部住民からの移転希望を踏まえ、対応を検討中。 



東日本大震災の被災状況に対応した市街地復興パターン概略検討業務（その１） 

久慈市 調査総括表（8/14) 

（５）地区別構想図 

 

（６）津波シミュレーション状況図（想定津波：L2or 今次津波記載） 

市街地整備がない場合 （※市街地整備後のシミュレーションはなし） 

 

 

想定津波：L2 明治三陸津波 

防 潮 堤：T.P.+8.0m（L1 津波対応）

※湾口防波堤：完成 

住民からの移転希望へ

の対応を検討中 

位置図 



東日本大震災の被災状況に対応した市街地復興パターン概略検討業務（その１） 

久慈市 調査総括表（9/14) 

 

４．（４） 地区別復興方針（４）     玉の脇地区 

(1) 地区の概況 

面積(ha)  都市計画 非線引き用途地域外 役場・支所等 含まない 

土地利用（被災前）概況 住宅地が主で、久慈港周辺に水産会社等の施設が立地 

被災の状況 

・今次津波高： T.P.+11.3m 

・流出棟数等： 全壊（流出）      35 棟 

       全壊（取り壊し）    不明 

       全壊（条件付き再生可） 不明 

       大規模半壊         0 棟 

       半壊（床上浸水）      7 棟 

       一部損壊（床下浸水）    3 棟 

復興方針策定上留意す
べき特徴 

漁業関連施設（二子朝市等） 

集落共有地 

(2) 地区の整備方針 

復興のパターン Ａ-③（検討中) 

堤防等の整備方針 

○ 整備の有無（現行一部嵩上げ:調整中） 

○ 堤防高 （T.P.+8.0m）（想定津波：L1；昭和三陸津波(東日本大震災※)）

        ※湾口防波堤が完成時には、東日本大震災にも対応可能 

○ 整備主体 岩手県 

○ 河川堤防の考え方 － 

○ 二線堤の考え方 － 

市街地の 

整備方針 

基本的方針 
 

現位置整備

地区の方針 
 

移転区域の

方針 
 

土地利用規

制の方針 
 

公共公益施

設の方針 
 

その他特記

すべき方針 
 

整備スケジ

ュール 
 

避難計画の考え方 アクセス道路整備 

（３） 実現に向けての課題 

実現に向けての課題 関係者との合意形成 

（４） 比較した代替案 

上記以外の比較案 上記構想案採用に至った理由 

県道嵩上げ案（検討中・調整中） 移転希望を踏まえて高台への移転について事業手法を検討中 

 

 

 

避難路の整備によるソフト対策による減災を行うこ

とを前提とする。 

また、被災市街地は、従前位置での復旧を基本とし、

一部住民からの移転希望を踏まえ、対応を検討中。 



東日本大震災の被災状況に対応した市街地復興パターン概略検討業務（その１） 

久慈市 調査総括表（10/14) 

（５）地区別構想図 

 

（６）津波シミュレーション状況図（想定津波：L2or 今次津波記載） 

市街地整備がない場合 （※市街地整備後のシミュレーションはなし） 

 

 

【避難路(現状)】

【アクセス道路の整備】

移転先候補 →災害公営住宅の整備についても検討 

※市の構想内容を整理したものであり、国や県等との調整が必要な事項を含みます。

N

想定津波：L2 明治三陸津波 

防 潮 堤：T.P.+8.0m（L1 津波対応）

※湾口防波堤：完成 

高台への移転について

事業手法を検討中 

位置図 



東日本大震災の被災状況に対応した市街地復興パターン概略検討業務（その１） 

久慈市 調査総括表（11/14) 

４．（５） 地区別復興方針（５）     小袖地区 

(1) 地区の概況 

面積(ha)  都市計画 非線引き用途地域外 役場・支所等 含まない 

土地利用（被災前）概況 沿岸部は漁業関連施設が主で宅地は概ね高台に位置 

被災の状況 

・今次津波高： T.P.+14.5m 

・流出棟数等： 全壊（流出）      15 棟 

       全壊（取り壊し）    不明 

       全壊（条件付き再生可） 不明 

       大規模半壊         4 棟 

       半壊（床上浸水）      5 棟 

       一部損壊（床下浸水）    3 棟 

復興方針策定上留意す
べき特徴 

－ 

(2) 地区の整備方針 

復興のパターン Ｂ-①（検討中） 

堤防等の整備方針 

○ 整備の有無（現行嵩上げ） 

○ 堤防高  （T.P.+12.0m） （想定津波：L1；昭和三陸津波） 

○ 整備主体 久慈市 

○ 河川堤防の考え方 水門改修 

○ 二線堤の考え方 － 

市街地の 

整備方針 

基本的方針 ・防潮堤、陸閘、水門の整備により対応 

現位置整備

地区の方針 

嵩上げ盛土の有無：なし 

土地利用の変更：なし 

整備手法：－ 

移転区域の

方針 
－ 

土地利用規

制の方針 
－ 

公共公益施

設の方針 
－ 

その他特記

すべき方針 
－ 

整備スケジ

ュール 
－ 

避難計画の考え方 避難路の整備、陸閘・水門の自動遠隔操作化 

（３） 実現に向けての課題 

実現に向けての課題 － 

（４） 比較した代替案 

上記以外の比較案 上記構想案採用に至った理由 

－ 
被災状況及び現地の土地利用を踏まえて、防潮堤の嵩上げに

て対応することを採用 



東日本大震災の被災状況に対応した市街地復興パターン概略検討業務（その１） 

久慈市 調査総括表（12/14) 

 

（５）地区別構想図 

 

（６）津波シミュレーション状況図（想定津波：L2or 今次津波記載） 

市街地整備がない場合 （※市街地整備後のシミュレーションはなし） 

 

位置図 

想定津波：L2 明治三陸津波 

防 潮 堤：T.P.+8.0m（L1 津波対応）；（確認中） 

※湾口防波堤：完成 



東日本大震災の被災状況に対応した市街地復興パターン概略検討業務（その１） 

久慈市 調査総括表（13/14) 

４．（６） 地区別復興方針（６）     久喜地区 

(1) 地区の概況 

面積(ha)  都市計画 非線引き用途地域外 役場・支所等 含まない 

土地利用（被災前）概況 住宅 

被災の状況 

・今次津波高： T.P.+20.0m 

・流出棟数等： 全壊（流出）      57 棟 

       全壊（取り壊し）    不明 

       全壊（条件付き再生可） 不明 

       大規模半壊        10 棟 

       半壊（床上浸水）     11 棟 

       一部損壊（床下浸水）   17 棟 

復興方針策定上留意すべき特
徴 

海岸沿いの急傾斜地に住宅がまとまって存在 

(2) 地区の整備方針 

復興のパターン Ｂ-③（検討中） 

堤防等の整備方針 

○ 整備の有無（現行嵩上げ） 

○ 堤防高  （T.P.+14.0ｍ） （想定津波：L1；昭和三陸津波） 

○ 整備主体 岩手県 

○ 河川堤防の考え方 － 

○ 二線堤の考え方 － 

市街地の 

整備方針 

基本的方針 
 

現位置整備

地区の方針 
 

移転区域の

方針 
 

土地利用規

制の方針 
 

公共公益施

設の方針 
 

そ の 他 特 記

すべき方針 
 

整 備 ス ケ ジ

ュール 
 

避難計画の考え方  

（３） 実現に向けての課題 

実現に向けての課題 
現地再建と移転希望が混在する地区での復興手法の検討と地元の合意形

成 

（４） 比較した代替案 

上記以外の比較案 上記構想案採用に至った理由 

－ 
既に被災前と同じ場所で住居の再建も一部あるが、高台

への移転希望も複数あることから、事業手法を検討中 

 

 

 

避難場所および避難路の整備によるソフト対策によ

る減災を行うことを前提とする。 

また、被災市街地は、従前位置での復旧を基本とし、

一部住民からの移転希望を踏まえ、対応を検討中。 



東日本大震災の被災状況に対応した市街地復興パターン概略検討業務（その１） 

久慈市 調査総括表（14/14) 

（５）地区別構想図 

 

（６）津波シミュレーション状況図（想定津波：L2or 今次津波記載） 

市街地整備がない場合 （※市街地整備後のシミュレーションはなし） 

 

 

 

久喜地区（1/3000） 
N

100 年に１回程度の

規模の津波に対して

安全な防潮堤の整備

防潮堤を T.P.+14.0m に嵩上げしても

津波による危険性が残る範囲 

【防潮堤嵩上げ】 
・T.P.＋12.0m→T.P.＋14.0m まで嵩上げ 

水門および陸閘の改修・自動遠隔操作化 

防災集団移転促進事業等の活用

※市の構想内容を整理したものであり、国や県等との調整が必要な事項を含みます。

【避難路(現状)】 

想定津波：L2 明治三陸津波 

防 潮 堤：T.P.+14.0m 

位置図 

高台への移転について

事業手法を検討中 

移転候補地 


